
令和７年2月10日発行（1） 事業者の皆様、商工会議所にご加入され、共に地域の明日を拓きましょう！

「利用者急増中！　社内研修や自己啓発に…当所の無料会員サービス「WEBセミナー」をぜひご覧ください。」
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新
会
員
紹
介

新
会
員
紹
介

（
令
和
七
年
一
月
二
十
日
開
催
、

第
四
八
四
回
常
議
員
会
承
認
）

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
ｆ
ｕ
ｌ

Ｐ
ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ａ
ｃ
ｙ
（
同
）

　
代
表
社
員
　
大
倉 

憲
二

　
調
剤
薬
局

　
二
本
松
市
成
田
町
一
丁
目

　
八
一
七
番
地
一
ノ
一

◆
山
田　
譲
二

　
不
動
産
貸
付
業

　
二
本
松
市
成
田
町
一
丁
目

　
八
七
五
番
地

　
ユ
ー
ミ
ー
成
田
一
〇
三

　

当
商
工
会
議
所
会
員
交
流

会
が
一
月
二
十
四
日
、
二
本

松
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
本
事
業

は
、
当
商
工
会
議
所
の
会
員
が

一
同
に
会
す
る
機
会
を
提
供

し
、
会
員
事
業
所
相
互
の
交
流

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　

開
会
に
先
立
ち
主
催
者
を

代
表
し
て
菅
野
会
頭
か
ら
挨

拶
が
な
さ
れ
、
講
師
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
後
、
講
演
に

入
っ
た
。

　

第
一
部
で
は
、
歴
史
作
家
・

多
摩
大
学
客
員
教
授
の
河
合

敦
氏
を
講
師
に
迎
え
、『
令
和

の
新
札　

～
渋
沢
栄
一
・
津
田

梅
子
・
北
里
柴
三
郎
の
生
き
方

～
』
と
題
し
、
九
十
分
の
講
演

が
行
わ
れ
た
。

　

河
合
氏
は
令
和
六
年
よ
り

新
紙
幣
の
肖
像
と
な
っ
た
三

人
の
生
き
方
を
振
り
返
り
、
そ

の
功
績
や
人
柄
な
ど
に
つ
い

て
解
説
。
特
に
、
現
在
の
東
京

商
工
会
議
所
・
初
代
会
頭
を
務

め
た
渋
沢
栄
一
に
関
し
て
は
、

幼
少
期
の
読
書
習
慣
が
も
た

ら
す
人
間
性
の
形
成
、
若
か
り

し
頃
に
尊
王
攘
夷
運
動
に
傾

倒
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
、「
論
語

と
算
盤
」
を
ベ
ー
ス
に
し
た
道

徳
経
済
合
一
説
、
社
会
福
祉
へ

の
貢
献
な
ど
を
中
心
に
解
説

さ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

　

河
合
氏
に
よ
る
講
演
後
は
、

㈱
た
て
ぐ
屋
山
岡
、
㈲
井
上
窯

の
二
事
業
所
に
よ
る
自
社
Ｐ

Ｒ
タ
イ
ム
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
会
場
を
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル

二
本
松
に
移
し
、
交
流
懇
親
会

が
催
さ
れ
た
。
参
加
者
各
々
が

積
極
的
に
交
流
を
し
、
会
員
同

士
の
親
睦
を
大
い
に
深
め
た
。

「
会
員
交
流
会

「
会
員
交
流
会｣｣

を
開
催

を
開
催

　

新
春
恒
例
の
賀
詞
交
歓
会

は
、
当
商
工
会
議
所
と
あ
だ

た
ら
商
工
会
の
主
催
、
二
本

松
市
の
後
援
で
、
一
月
十
日

に
二
本
松
御
苑
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。
両
団
体
の
役
員
・

会
員
、
国
会
・
県
議
会
・
市

議
会
の
各
議
員
や
市
内
の
行

政
・
商
工
業
・
農
業
な
ど
の

各
種
団
体
か
ら
二
五
二
名
が

出
席
し
、
二
本
松
市
の
産
業

振
興
の
発
展
を
誓
い
合
っ
た
。

　

両
主
催
者
を
代
表
し
て
、

あ
だ
た
ら
商
工
会
の
鴫
原
憲

一
会
長
が
「
昨
今
で
は
、
想

定
外
の
自
然
災
害
、
国
際
紛

争
に
起
因
す
る
原
材
料
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
や
消
費

者
物
価
の
上
昇
、
継
続
的
な

円
安
や
賃
上
げ
等
、
地
方
の

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

に
お
い
て
は
コ
ス
ト
負
担
の

増
加
は
続
い
て
お
り
、
未
だ

先
行
き
の
見
通
せ
な
い
、
非

常
に
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
二
本

松
に
お
い
て
も
『
地
域
の
活

性
化
』
と
『
地
元
事
業
者
の

経
営
基
盤
の
強
化
』
が
強
く

望
ま
れ
て
お
り
、
商
工
団
体

と
し
て
、
関
係
各
団
体
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
地
域
活
性

の
た
め
の
事
業
を
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
今
後
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
。」
と
あ
い
さ
つ
。

来
賓
の
三
保
恵
一
二
本
松
市

長
、
金
子
恵
美
衆
議
院
議
員
、

星
北
斗
参
議
院
議
員
か
ら
も

年
頭
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
両
主
催
者
代
表

及
び
三
保
市
長
、
金
子
恵
美

衆
議
院
議
員
、
星
北
斗
参
議

院
議
員
、
本
多
市
議
会
議
長
、

渡
辺
市
教
育
委
員
会
教
育
長
、

石
井
県
議
会
議
員
、
白
石
福

島
県
県
北
地
方
振
興
局
長
ら

に
よ
り
鏡
開
き
を
行
っ
た
後
、

本
多
市
議
会
議
長
の
発
声
で

乾
杯
し
た
。

　

参
加
者
は
、
料
理
や
飲
み
物

が
並
ぶ
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
新

年
の
幕
開
け
を
祝
い
な
が
ら
新

年
の
抱
負
を
語
り
合
う
な
ど
和

や
か
に
歓
談
し
た
。
最
後
に
当

商
工
会
議
所
菅
野
京
一
会
頭
が

今
年
の
飛
躍
を
願
っ
て
盛
大
に

万
歳
三
唱
を
行
い
、
賀
詞
交
歓

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

▲交流を深めた参加者たち

▲講演する河合氏

新
年
の
幕
開
け
を
祝
う

新
年
の
幕
開
け
を
祝
う

┃┃  

新
春
賀
詞
交
歓
会
ひ
ら
く

新
春
賀
詞
交
歓
会
ひ
ら
く

▶
鏡
開
き
で
新
年
の
幕
開
け
を
祝
っ
た



令和７年2月10日発行 （2）

二本松商工会議所女性会は、
会員を募集しています!!

　商工会議所女性会とは、女性経営者の資質の向
上と商工業の振興を図り、かねて社会福祉の増進
に寄与し、あわせて会員相互の親睦と連携を図る
ことを目的とする団体です。
　全国の女性経営者との交流や、女性ならではの
視点や感性で、地域の発展に向け、共に活動して
みませんか？
　又、市内はもとより県内・全国各地の女性経営
者との交流・ネットワーク構築を図ることができ
ます。
　熱意に溢れた方の入会をお待ちしております !!

※詳しい内容や入会方法等については、当商工会議
　所までお問い合わせ下さい。

　

当
商
工
会
議
所
が
主
催
の

「
に
ほ
ん
ま
つ
菓
子
博
」
が
、
一

月
二
十
六
日
に
二
本
松
市
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
。
二
本
松
の
菓
子
の
魅
力
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
消
費
拡
大
と
ブ

ラ
ン
ド
化
の
促
進
を
図
ろ
う
と

企
画
し
た
も
の
で
、
今
回
で
八

回
目
の
開
催
と
な
る
。
会
場
に

は
、
市
内
外
か
ら
約
八
百
四
十

人
が
訪
れ
、
二
本
松
伝
統
の
和

菓
子
や
人
気
の
洋
菓
子
を
堪
能

し
た
。

　

会
場
に
は
、
二
本
松
の
菓
子

店
十
三
店
が
出
店
し
、
饅
頭

や
豆
大
福
、
上
生
菓
子
な
ど
の

和
菓
子
か
ら
、
焼
き
プ
リ
ン
や

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
、
ド
ー
ナ
ツ

な
ど
の
洋
菓
子
ま
で
、
各
店
自

慢
の
銘
菓
が
特
別
価
格
で
販

城
下
町
の
銘
菓
を
堪
能

城
下
町
の
銘
菓
を
堪
能

―
「
第
八
回
に
ほ
ん
ま
つ

―
「
第
八
回
に
ほ
ん
ま
つ

　
　
　
　
　
菓
子
博
」
を
開
催

　
　
　
　
　
菓
子
博
」
を
開
催▲菓子作りに真剣に取り組む参加者

▲大勢の来場者で賑わう会場

売
さ
れ
た
。
各
店
に
は
、
オ
ー

プ
ン
と
同
時
に
行
列
が
で
き
る

ほ
ど
で
、
大
勢
の
来
場
者
で
賑

わ
っ
た
。

　

ま
た
、
会
場
の
一
角
で
は
茶

道
宗
徧
流
福
島
西
支
部
と
安
達

高
校
茶
道
部
に
よ
る
お
茶
た
て

体
験
も
あ
り
、
来
場
者
は
購
入

し
た
菓
子
と
一
緒
に
お
茶
を
楽

し
ん
で
い
た
。

　

別
会
場
で
は
、
上
生
菓
子
や

う
ぐ
い
す
餅
、
い
ち
ご
大
福
な

ど
の
菓
子
作
り
体
験
が
行
わ

れ
、
延
べ
五
十
四
人
が
参
加
し

た
。
体
験
に
は
、
親
子
で
参
加

す
る
姿
も
多
く
見
ら
れ
た
。
参

加
者
は
、
菓
子
職
人
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
た
。

　

当
商
工
会
議
所
女
性
会
（
鈴

木
美
砂
子
会
長
）
の
新
年
会
は

一
月
二
十
日
、
二
本
松
御
苑
に

お
い
て
、
会
員
・
来
賓
合
わ
せ

て
三
十
名
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
た
。

　

太
田
左
恵
子
事
業
委
員
会

副
委
員
長
が
司
会
進
行
、
鈴
木

会
長
か
ら
は
、「
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
の
協
力
に
よ
り
様
々

な
事
業
活
動
を
実
施
で
き
た

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
多
大
な
る
ご
協
力
を

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。」
と
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　

続
い
て
二
本
松
商
工
会
議

所
菅
野
京
一
会
頭
か
ら
の
挨

拶
が
あ
り
、
三
保
恵
一
市
長
、

高
宮
光
敏
県
議
会
議
員
、
石
井

信
夫
県
議
会
議
員
か
ら
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
安

齋
文
彦
二
本
松
商
工
会
議
所

副
会
頭
の
リ
ー
ド
で
乾
杯
し
、

新
春
の
幕
開
け
を
祝
っ
た
。

　

会
場
で
は
、
テ
ー
ブ
ル
に
並

ん
だ
料
理
を
堪
能
し
な
が
ら
歓

談
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
た
。
ま
た
、
お
楽
し
み
抽
選

会
や
ラ
ッ
キ
ー
チ
ャ
ン
ス
の

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
な
ど
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
も
催
さ
れ
、
参
加

者
は
様
々
な
景
品
を
持
ち
帰

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見

せ
た
。

女
性
会
新
年
会
を
開
催

▲ 

新
年
会
の
様
子

～女性経営者・役員・幹部社員同士の
ネットワークを広げてみませんか？～

　

当
商
工
会
議
所
青
年
部(

高
橋

直
之
会
長)

は
、
一
月
二
十
九

日
に
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
二
本
松

に
お
い
て
臨
時
総
会
を
開
催
し
、

令
和
七
年
度
役
員
の
選
任
な
ど

を
行
っ
た
。

　

選
任
さ
れ
た
次
年
度
役
員
は

次
の
と
お
り
。

▼
会
長　

渡
辺
聡
（
㈲
渡
辺
謄

写
堂
）
▼
直
前
会
長　

高
橋
直

之
（
㈲
ア
ド
バ
イ
ス
）
▼
顧

問　

神
野
聴
文
（
㈱
カ
ミ
ノ
グ

リ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
田
中

康
生
（
田
中
家
具
㈱
）
▼
副
会

長　

荒
木
清
明
（
㈲
ア
ラ
キ

建
装
）
熊
久
保
勅
明
（
㈱
東
北

サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
）
松
本
克
久

（
菓
子
処
ま
つ
も
と
）
▼
専
務

理
事　

岡
藤
浩
（
㈱
岡
商
店
）

▼
監
事　

髙
島
一
吉
（
㈱
髙
島

観
光
）
高
野
知
典
（
㈲
ク
ラ
ブ

ア
リ
ラ
ン
）
関
健
至
（
㈲
関
巧

業
）
▼
総
務
広
報
委
員
長　

津

田
浩
嗣
（
津
田
工
務
店
）
▼

総
務
広
報
副
委
員
長　

松
本

健
二
（
松
本
物
産
㈱
）
渡
辺
有

香
（
㈲
丸
又
葬
儀
社
▼
親
睦

交
流
委
員
長　

安
齋
啓
人
（
㈲

安
齋
鐵
工
所
）
▼
親
睦
交
流
副

委
員
長　

加
藤
大
史
（
㈲
加
藤

売
店
）
服
部
勇
治
（
㈲
服
部
製

作
所
）
▼
地
域
活
性
化
委
員

長　

安
達
茂
夫
（
Ａ
Ｋ
ク
ラ
フ

ト
）
▼
地
域
活
性
化
副
委
員
長　

野
地
幸
司
（
㈱
野
地
工
業
所
）

矢
吹
和
成
（
辰
成
）
▼
夏
祭
り

実
行
委
員
長　

宝
槻
英
男
（
㈱

宝
槻
電
器
）
▼
夏
祭
り
実
行
副

委
員
長　

下
山
竜
樹
（
㈱
下
山

電
工
）
岡
村
宇
（
岡
村
機
械
㈱
）

【
県
連
出
向
者
】

▼
交
流
委
員　

岡
村
宇
（
岡
村

機
械
㈱
）
加
藤
大
史
（
㈲
加
藤

売
店
）
下
山
竜
樹
（
㈱
下
山
電

工
）
▼
総
務
委
員　

津
田
浩
嗣

（
津
田
工
務
店
）
松
本
健
二
（
松

本
物
産
㈱
）

次
年
度
会
長
に
渡
辺
聡
さ
ん
を
選
任

次
年
度
会
長
に
渡
辺
聡
さ
ん
を
選
任

｜｜

次
年
度
体
制
決
ま
る

次
年
度
体
制
決
ま
る

▲ あいさつする高橋会長

▲ 渡辺次年度会長



令和７年2月10日発行（3）

二本松市ＬＥＤ照明設備導入支援事業補助金

次のいずれにも該当する中小企業者等
①市内に主たる事業所等を有し、市の住民基本台帳に記録されている個人又は、主たる事業所等の所在地が市内である法人
②申請日時点において市内で１年以上商工業を営んでいること　　③市税を滞納していないこと
交付対象者自らが営む、市内の自己所有の店舗、事業所又は工場
据付型のＬＥＤ以外の照明設備をＬＥＤ照明設備へ交換する事業
【要件】　①工事を伴う交換であること（電球（ランプ）のみの交換を除く）。　②市内業者の施工によるものであること。
　　　　③交換するＬＥＤ照明設備類が未使用品であること。　④令和8年１月31日までに完了する事業であること。
補助対象事業において補助対象事業所等に設置するＬＥＤ照明設備
ＬＥＤ照明設備の設置及び既存の照明設備の撤去に要する経費
補助対象経費の２/３の額（千円未満切捨て）　※１事業者につき、上限５０万円（複数店舗所有の場合を含む）予算額に達した場合、募集を締め切ります。
〇補助対象外の者
①主として農業、林業、漁業、医療、福祉及び公務を営む者
②医療法人、社会福祉法人、特定非営利活動法人、一般社団・財団法人、公益社団・財団法人、学校法人、農事組合法人、有限責任事業組合（ＬＬＰ）、農業協同組合、生
活協同組合、中小企業等協同組合法に基づく組合、政治団体又は宗教上の組織若しくは団体

③二本松市暴力団排除条例第２条第１号から第３号までの規定に該当している者
④風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（風営法）第２条第１項第１号から第５号までに掲げる営業で、店舗等の床面積の合計が１００平方メートルを超えるも
の又は、風営法第２条第５項に掲げる性風俗関連特殊営業のもの

〇補助対象外の店舗·事業所等
　・不動産業等の場合で、アパート等の賃貸部分（賃貸している部屋を含む）　　・自宅と事業所等が同一の建物にある場合で、専ら居住の用に供している部屋等
　・社宅、社員食堂等、直接事業活動に使用しない部分　　・自宅と事務所等を兼用している場合で、事業に専用しているものとして明確に区分できない部分
〇補助対象外の工事　
　・既存のＬＥＤ照明設備を新しいＬＥＤ照明設備に交換するもの　　・ＬＥＤ照明設備を単に増設するもの（新築を含む）　　・自社で取り扱う製品又は自社で施工するもの
　・補助対象経費について、市又は他の補助制度により補助金等の交付を受けているもの若しくは受ける見込みがあるもの　　・交付決定日前に事業着手されているもの
〇補助対象外の照明器具　
　・電気スタンド、移動式看板等の移動可能なもの　・非常灯、誘導灯、スイッチ、防犯灯　・必要以上に高価なもの又は美術品等の華美なもの
　・リース契約により設置するもの
〇補助対象外の経費
　・消費税及び地方消費税　　・申請に係る人件費、雑役務費、切手代、証明手数料、振込手数料等　　・その他市長が適当でないと認める経費
令和7年3月3日（月)～令和7年１２月２6日（金)まで　※土日祝日を除く。予算額に達した場合、募集を締め切ります。

二本松市 産業部 商工課 商工振興係　　電話：５５－５１２０　　※詳細等は二本松市ホームページをご確認下さい。問合せ先

　二本松市では、原油価格·物価高騰等の影響により、厳しい経営状況にある中小企業·小規模事業者の事業継続と経営改善、温室効果ガスの削減を図るため、市内の中小企業者等が行う
ＬＥＤ照明設備導入による経営効率化に資する取り組みに対し、予算の範囲内において、補助金を交付します。≪予算額　１,000万円≫
交付対象者

補助対象事業所等
補助対象事業

補助対象照明設備
補助対象経費
補助金の額
補助対象外

募 集 期 間

：

：
：

：
：
：
：

：

〇個人および法人のお客様が対象となります。（当金庫の出資会員の方、または新規加入された方）
〇預入金額  １０万円以上１‚０００万円未満
〇利息には20.315％（国税15.315％、地方税5％）の税金がかかります。
〇募集総額が２０億円に達した場合、その時点で募集を終了させていただきます。 詳しくは各営業店窓口・融資渉外担当者までお問い合わせください。

まつしん会員さま限定『 プレミアム定期預金 』期間：２０２４年１２月２日㈪～２０２５年３月３１日㈪

預入期間 :３年
店頭表示金利プラス

０.１５％ 預入期間 :１年
店頭表示金利プラス

０.１０％
検 索まつしん

参加申込書に必要事項をご記入のうえ、
FAX、E-mail 又は持参にてお申し込みください。
F A X ：0243-22-8533
E-mail：kigyoyuchi@city.nihonmatsu.lg.jp
提出先：二本松市役所２階 商工課窓口

申
込
先

問
合
せ
先

人生100年時代、老後は25年以上で計画しましょう
令和5年生まれの子供のうち、女性の約50％、男性の26％が90歳を迎えると考え
られています。「人生100年」は身近なものになりました。
人生 100 年時代の老後資金は、25 年以上の期間を想定して資金計画を立てるとより
安心です。

お問い合わせは商工会議所もしくは国民年金基金へ
「二本松商工会議所のNEWS（会報）を見た」とお伝え下さい。

福島県二本松市本町1-60-1
Tel  0243-23-3211二本松商工会議所
宮城県仙台市青葉区中央４丁目 10 番３号 ＪＭＦビル仙台 01  12 階
Tel  050-3665-0197全国国民年金基金東北支部



「利用者急増中！　社内研修や自己啓発に…当所の無料会員サービス「WEBセミナー」をぜひご覧ください。」

令和７年2月10日発行 （4）­‒­­商工会議所は、企業・事業者の経営支援と地域の振興に努めています。­‒­­

　国税庁・国税局・税務署では、税務行政のデジタル化にお
ける手続の見直しの一環として、令和7年1月から、申告書等
の控えに収受日付印の押なつを行わないこととしました。
　令和7年1月からは、申告書等を書面で提出する際には、申
告書等の正本（提出用）のみを提出（送付）していただきま
すよう、お願いします。
　また、申告書等の提出年月日は、必要に応じて、ご自身で
記録・管理をお願いします。

※対象となる「申告書等」とは、国税庁・国税局・税務署に提出(送付)
　される全ての文書です。
　申告書等をe-Taxにより提出した場合は、メッセージボックスから送信
　日時や申告内容を確認することができます。その他、申告書等の提出事
　実・提出年月日を確認する方法は、 裏面をご確認ください。

納付の
期限等の
お知らせ

令和６年分 確定申告
納期限 令和７年

３月 日（月）17 令和７年

３月 日（月）31
令和７年

４月 日（水）23 令和７年

４月 日（水）30
令和７年

６月 日（月）２
振替日

延納分

納付の期限

振替納税を
ご利用の場合

延納をご利用の場合
※納期限と振替日は同じです。

申告所得税及び復興特別所得税 消費税及び地方消費税（個人事業者）

申告書提出後に、
税務署から納付のお知らせや
納付書の送付はありません。

注 
意 ※詳しくは国税庁HP「確定申告特集ページ」をご覧下さい。

https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/shinkoku/tokushu/index.htm
延納については
こちら

二本松商工会議所　中小企業相談所申込·問合せ先

　令和６年分の所得税・消費税について個人事業主の方を対象に、決算・確定申告の個別相談会（無料）を下記の日程により実施します。
なお、事前予約制とさせていただきます。※本相談会以外の個別相談については有料となりますのでご注意下さい。

相　談　日 令和７年２月17日（月）、２月21日（金）、２月27日（木）、３月５日（水）、３月10日（月）【計５日間】※要予約
相 談 時 間 ９：00 ～ 17：00まで（12：00 ～ 13：00までを除く）
相 談 会 場 二本松商工会議所　２階大研修室
相 談 対 応 二本松商工会議所職員、東北税理士会二本松支部税理士

お 申 込 み
事前予約制のため、TEL(23-3211)又はFAX(23-6677)等により二本松商工会議所事務局までお申し込みください。（希望日時は先
着優先となりますので、何卒ご理解の程よろしくお願いいたします。）
なお、本相談会の対象は個人事業主のみとなっております。

□令和６年分確定申告のお知らせ（税務署から送付された、はがきサ
イズのもの）

　※確定申告に必要な情報（所得税・予定納税、消費税・中間申告納
付税額等）が記載されています。

□インボイス制度に関する確定申告のお知らせ（インボイス発行事業
者の登録を受けた方）

□前年分（令和５年）及び前々年分（令和４年）の決算書・確定申告
書の控え

□現金出納帳、売上、仕入、経費等の諸帳簿並びに領収書
□生命保険・地震保険・小規模企業共済掛金等の控除証明書

□国民年金・国民健康保険等の納付証明書
□医療費の領収書（医療費控除を受ける方）
□源泉徴収票（年金、給与、報酬等）
□ふるさと納税を行った際に自治体から送られてくる寄付金受領証明書
□マイナンバーカード又は通知カード（事業専従者・扶養親族の分も

必要です）
　※通知カードの場合は、本人確認書類（免許証など）が必要となり

ます。
□筆記用具、電卓など

ご
準
備
い
た
だ
く
も
の

二 本 松 商 工 会 議 所 ・ 二 本 松 青 色 申 告 会

個　別　相　談　会
決　　算
確定申告

★★★★★　注　意　事　項　★★★★★★★★★★　注　意　事　項　★★★★★
①本相談会をご利用になる方は、売上・仕入・経費・棚卸資産等は事前に集計した上でお越し下さい。
②消費税課税事業者の方は、消費税率区分（軽減税率8％・標準税率10％）ごとの課税取引金額が分かる書類をご持参願います｡
③令和６年分確定申告の期間は令和７年２月17日（月）から３月17日（月）までです。

令和7年1月から、申告書等の控えに
収受日付印の押なつを行いません


